
		
			
				
					[image: 一般社団法人淡水生物研究所]

					
							研究・活動内容Activity Content
	研究所概要Outline
								事業内容
	設立趣旨
	財務諸表
	定款
	著作物
	所在地


	サイトポリシーSite Policy


					

					

					
						
    					
    					
					
					
							研究・活動内容Activity Content
	研究所概要Laboratory Outline
								事業内容
	設定趣旨
	財務諸表
	定款
	著作物
	所在地


	サイトポリシーSite Policy


					
				

			

		


		
			

	
	INFORMATION

	
	[image: インフォーメーション]

		    		2020/06/26「ミシシッピーに行く」を発刊しました。


		

	
	一覧
	

	



	
		ご案内

		

		
			淡水生物研究所は、指標生物を用いて、河川と自然湖沼、ダム湖の環境の健康診断を行ってきました。
				環境の住民である生物の生息状況から環境の状態を知る指標生物学は、化学的なデータの分析やコンピューターモデルより直接的で、誰にでもわかりやすい診断方法です。

				淡水生物研究所では、生物学的水質調査法の研究発展をさらに進め、より実際に則した河川調査の方法論の確立をめざし、1990年には水環境カルテを開発しました。


				私たちは、今後も引き続き水環境の保全を進め、地球規模の環境保全にも貢献し、公共福祉の向上に寄与していきたいと願っています。

			

		

	


	
			活動の目的と
業務のあらまし

		

		
			

			水質の様子を調べる方法の一つに、生物学的水質調査法があります。これは汚濁の度合いを河川に生息する生物相によって判定するものです。
				生物には環境順応性があり、適者生存の法則によって繁殖したり、滅亡したりしますが、生物学的水質調査法はこの法則を利用し、河川の水質を生態学的に把握するものです。


				この生物学的水質調査法を用いて、半世紀にわたり30数年来、わが国の河川の調査・研究を進めてまいりました。

				建設省の認可を得、地方公共団体のご協力をもとに、社団法人淡水生物研究所を1976年に設立しました。2013年には一般社団法人に移行しています。
				創立から45年を超え、日本はもとより世界の各水域を踏査し、生物学的水質階級の地図の作成に努力してきました。
				生物学的水質階級地図づくりは、移りゆく河川の実態を正しく残し、将来の環境変化に対する基礎資料にするものです。


				河口域、自然湖沼、ダム湖、都市河川などの調査、研究なども実施してきました。
				OECDの水管理部門における生物モニタリングは、よりよい水環境をめざす公益活動の一端です。

		
	
	


	
		研究・活動内容

		

		
			研究内容

				ダム湖を取り巻く上下流河川の魚類とベントス
	公益事業の活動内容
	└1.環境評価手法(HIM)の開発('98,'04)
	└2.HIMを使ったダム湖の評価


			活動内容

				琵琶湖やダム湖の生物調査を行い水環境の解析評価をしています
合わせて世界の大河の調査研究を重ね出版物も発刊しています


		

	


	
		研究所概要
 
		

		
				事業内容
	設立趣旨
	財務諸表
	約款
	著作物
	所在地


		

	


	
		財務諸表

		

		
				役員名簿
	貸借対照表
	事業報告書
	正味財産増減計算書


		

	


	
		所在地

		

		
			
			
			住　所：〒532-0003　
大阪市淀川区宮原2-11-22　プレシオ４Ｆ

			ＴＥＬ：06-6396-3671

			ＦＡＸ：06-6396-3679
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